
 

東城 敏毅 氏 

日本最古の和歌集『万葉集』の初期女流歌人に額田王がいます。生没年不詳

であり、歴史書には、鏡王の娘で、はじめ大海人皇子（のちの天武天皇）に嫁して

十市皇女を生んだとあるほかは、伝もつまびらかではありません。しかし、『万葉

集』には額田王の生き生きとした人生が、大きな歴史のうねりの中でよみがえって

きます。今回は、著名な「熟田津に船乗りせむと月待てば」の歌や、「あかねさす

紫草野行き標野行き」の歌等を精読し、当時の歴史的背景から見る「額田王の

世界」をよみがえらせます。 
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申込方法：下記申込書にご記入のうえ、早島町立図書館まで。（FAX可） 
〒701-0303都窪郡早島町前潟 370-1 

受付番号： 
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早島町立図書館古典文学講座 申込書 

定員 ４０名 
受講料 無料 

氏名 住所 

電話番号 今後の講座の案内 

要     ・    不要 

 

9/4（土）,9/23（木祝） 

14 ：00 ～ 15 ：30 （全 2回） 

ゆるびの舎 2階研修室 
（都窪郡早島町前潟 370‐1） 

申込締切 ８/27（金） 

定員を超えた場合は抽選になります 

（抽選結果は 8/28 に連絡します） 
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